
　
富
山
県
立
富
山
商
業
高
校
は
、生
徒
へ
の
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
を「
富
商
ス
キ
ル
」
と
し
、「
愛
さ
れ
、

信
頼
さ
れ
る
人
間
力
」「
課
題
解
決
力
」「
ビ
ジ
ネ
ス
の

理
解
力
・
実
践
力
」を
掲
げ
て
い
る
。そ
の
中
の
「
課
題

解
決
力
」は
、ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ（
以
下
、Ａ
Ｌ
）

の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
で
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

富山県立富山商業高校
◎1950年、富山県立富山東部高校として独立。
「自主協調・明朗誠実・進取敢闘」を校訓として、
「富商ブランド」を担う人材を育成する。カリ
キュラム・デザイン、PDCAサイクル、内外リ
ソースの活用の観点から学校改革を推進。
◎設立　1897（明治30）年
◎形態　全日制／流通経済科・国際経済科・
会計科・情報処理科／共学
◎生徒数　１学年約280人
◎2020年度進路実績（現役のみ）
国公立大は、新潟大、富山大に11人が合格。
私立大は、駒沢大、中央大、東洋大、日本大、
神奈川大、南山大、名城大、同志社大、立命館大、
関西大などに延べ73人が合格。短大、専門学
校進学70人。就職116人。
◎URL

富山県立富山商業高校
吉田壮志　よしだ・そうし　

教職歴１３年。同校に赴任して９年目。
企画部副部長、流通経済科主任、商業科担当、１学年担任。
販売実習「TOMI SHOP」の担当に就いてから、
アクティブ・ラーニングの視点を取り入れた
授業づくりに本格的に着手。

http://tomisho.el.tym.ed.jp/

1 1:55 前時の復習と本時のテーマの提示 授業
ハイライト

答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
を

自
分
事
化
さ
せ
た
上
で
向
き
合
わ
せ
、

課
題
解
決
力
を
養
う

吉田先生は、前時に学習した「企業活動の根底には、経営
理念（目標）がある」ことを改めて説明し、本時のテーマ「望
ましい組織形態を考える」を提示。組織内で役割分担をす
る「分業」について説明した後、「みんなも組織に所属し
ているよね」と問いかけ、生徒会や部活動も企業と同じよ
うに、目標を持った分業制の組織であることを意識させた。

●
１
年
生
「
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
」
の
「
企
業
活
動
の
基
礎
」

の
全
9
時
間
の
う
ち
の
２
時
間
目
。
組
織
で
ビ
ジ
ネ
ス
に

取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
を
個
人
・
グ
ル
ー
プ
で
考
え
、
生
徒

会
や
部
活
動
な
ど
、
自
分
が
所
属
す
る
組
織
の
問
題
解
決

策
を
考
え
た
。（
Ｐ
．37
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

商業

実践

答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
に
直
面
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
授
業
を
見
直
す

吉
田
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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１
年
生
の
必
修
科
目
「
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
」
で
は
、「
商

業
」
を
構
成
す
る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」「
会
計
」「
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
」
の
４
分
野
の
基
礎

と
な
る
横
断
的
な
知
識
を
学
ぶ
。
そ
し
て
、
同
科
目
の

学
習
内
容
を
実
践
す
る
場
と
し
て
毎
年
11
月
に
開
催
し

て
い
る
の
が
、「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
　

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」
だ
。
そ
れ
は

生
徒
が
模
擬
株
式
会
社
を
設
立
し
、
仕
入
れ
か
ら
販
売

ま
で
を
行
う
販
売
実
習
で
、「
課
題
発
見
→
解
決
策
の

立
案
→
実
行
→
評
価
・
改
善
」
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
。

　
し
か
し
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
　

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」
は
中
止

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
科
目
の
到
達
目
標
を
「
解
決

策
の
立
案
」
ま
で
と
し
、
単
元
の
最
後
は
「
理
想
の
企

業
」
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
考
え
、
発
表
す
る
活
動
を

行
う
こ
と
に
し
た
。
吉
田
壮そ

う

志し

先
生
が
、
Ａ
Ｌ
の
視
点

を
意
識
し
始
め
た
の
は
、「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
　

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」
の

担
当
と
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　「
販
売
実
習
を
通
じ
て
、
生
徒
は
『
ど
う
し
た
ら
お

客
様
が
喜
ぶ
か
』
と
い
っ
た
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い

問
い
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
う
し
た
問
い
を
通
じ
て
生

徒
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
指
導
す
る

私
自
身
が
、
自
分
な
り
の
答
え
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

　
例
え
ば
、「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
　

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」
で
の
ゴ
ミ
問
題

を
考
え
る
場
合
、ゴ
ミ
の
量
な
の
か
、来
場
者
の
マ
ナ
ー

な
の
か
、
生
徒
が
何
に
焦
点
を
あ
て
る
か
に
よ
っ
て

「
紙
コ
ッ
プ
を
廃
止
す
る
」「
マ
ナ
ー
向
上
を
啓
発
す
る
」

な
ど
と
解
決
策
が
異
な
っ
て
く
る
。

　「
こ
う
し
た
問
い
に
挑
む
た
め
に
必
要
な
課
題
解
決

力
の
育
成
に
は
、
例
年
の
状
況
を
調
査
し
た
り
他
者
と

話
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、自
身
の
考
え
を
深
め
て
い

く
よ
う
な
体
験
的
な
学
び
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

授
業
に
Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
思
考
を
深
め
る
前
提
と
し
て
、
吉
田
先
生
が
重
視
す

る
の
が
基
礎
知
識
の
定
着
だ
。
ま
ず
は
知
識
を
身
に
つ

け
、
次
に
そ
れ
ら
を
活
用
す
る
活
動
へ
と
移
行
す
る
こ

と
で
、
思
考
の
深
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
か
ら
だ
。

今
年
度
の
１
年
生
も
、
１
学
期
は
知
識
の
定
着
を
優
先

し
、
吉
田
先
生
と
生
徒
の
１
対
１
の
対
話
の
場
面
を
増

や
し
て
知
識
の
定
着
を
確
認
し
た
上
で
、
２
学
期
か
ら

は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

　
そ
し
て
、
生
徒
の
思
考
を
深
め
る
た
め
に
最
も
大
切

に
し
て
い
る
の
が
、
生
徒
に
と
っ
て
身
近
な
例
を
示
し

て
、
課
題
を
自
分
事
化
さ
せ
る
こ
と
だ
。
本
時
で
は
、

望
ま
し
い
組
織
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
生
徒
に
学
校

生
活
で
自
分
が
所
属
す
る
組
織
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
。

　「
課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
表

面
的
な
意
見
し
か
出
せ
ず
、他
者
と
話
し
合
っ
て
も
思

考
は
深
ま
り
ま
せ
ん
。理
想
と
現
実
の
差
に
目
を
向
け

さ
せ
、
解
決
す
べ
き
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
こ
そ
、

生
徒
は
課
題
を
自
分
事
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　
続
い
て
、
個
人
ワ
ー
ク
で
個
人
と
組
織
そ
れ
ぞ
れ
で

働
く
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
書
か
せ
て
か
ら
、
グ
ル
ー
プ

12:20 12:08グループワーク 個人ワーク

グループワークを行う際の４つのルールを、吉田先生が伝えて
から4人１組となり、１人2分間で組織と個人の活動のメリッ
トを発表し合った。「組織的に取り組むと、個々の負担が減る」
「集団の方が達成した時の喜びが大きい」などの意見が出され、
ほかのメンバーはそれをワークシートに記入。吉田先生は、
「『なぜならば』というところまで深めて話そう」と呼びかけた。

目標達成に向けた望ましい組織形態を考えるために、まずは
個人ワークで、「組織」と「個人」で取り組むメリットをそ
れぞれ２つずつ挙げ、それらをワークシートに記入させた。
吉田先生は、机間指導をしながら、「スポーツにはなぜ、ポ
ジションがあるのかな？」といった部活動の例などを提示し
た。

社
会
課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
さ
せ
、

理
想
と
現
実
の
差
に
目
を
向
け
さ
せ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

 December  202035

0-01-J-22044-001 2020 年度VIEW21高校版 12月号 34頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
11/27
八木

念
校
12/08
八木 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-22044-001 2020 年度VIEW21高校版 12月号 35頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
11/27
八木

念
校
12/08
八木

再
念
校
12/10
八木 − −/−

− − −/−
−

P34-37_view21koukou-12g.indd   35 2020/12/10   11:16



ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
自
分
の
意
見
が
出
せ
る
よ
う
、
本
時
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
考
え
が
深
ま
る
事
例
は
、
授
業
の
最
後
に

例
示
す
る
。
以
前
は
そ
れ
を
最
初
に
示
し
て
か
ら
、
個

人
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
た
が
、
生
徒
の
考

え
が
事
例
の
内
容
に
引
っ
張
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

た
め
、
授
業
の
ま
と
め
の
中
で
示
す
よ
う
に
し
た
。

　「
ま
ず
自
分
の
意
見
を
持
ち
、そ
れ
を
他
者
の
意
見
や

社
会
状
況
と
比
較
す
る
こ
と
で
、類
似
点
や
相
違
点
を
見

い
だ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
本
時
の
最
後
に
は
、活
動

を
経
て
深
め
た
思
考
か
ら
、自
分
が
所
属
す
る
組
織
を
よ

り
よ
く
す
る
方
法
を
ま
と
め
さ
せ
ま
し
た
。
答
え
が
複

数
あ
る
問
い
に
挑
む
活
動
を
繰
り
返
し
経
験
す
る
こ
と

で
、情
報
を
論
理
的
に
整
理
し
、自
分
の
意
見
を
客
観
的

に
捉
え
る
力
が
身
に
つ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
生
徒
が
安
心
し
て
自
分
の

意
見
を
述
べ
、他
者
の
意
見
を
傾
聴
で
き
る
よ
う
、「（
相

手
の
話
を
）
最
後
ま
で
聴
く
」「（
相
手
の
意
見
を
）
否

定
し
な
い
」「（
相
手
の
意
見
を
）
受
け
入
れ
る
」「（
相

手
に
）
伝
わ
る
よ
う
に
話
す
」
の
４
つ
の
ル
ー
ル
を
話

し
合
い
の
前
に
必
ず
伝
え
、生
徒
に
徹
底
さ
せ
て
い
る
。

　
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
基
本
的
に
４
人
１
組
で

行
う
。
そ
れ
よ
り
人
数
が
少
な
い
と
意
見
が
偏
り
、
多

い
と
議
論
に
参
加
し
な
い
生
徒
が
出
て
き
や
す
い
か
ら

だ
。
さ
ら
に
、
１
年
生
で
は
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

は
単
元
を
通
じ
て
固
定
に
し
て
い
る
。

　「
１
年
生
は
ま
だ
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
慣
れ
て
い
な

い
た
め
、
１
つ
の
単
元
が
終
わ
る
ま
で
は
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
は
変
え
ま
せ
ん
が
、
２
年
生
以
降

は
授
業
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
を
変
え
、
多
様
な
意
見
や
発

想
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　　
課
題
解
決
型
の
授
業
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
生
徒
は

自
分
の
意
見
を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
他
者
の
意

見
を
受
け
入
れ
る
態
度
を
身
に
つ
け
て
い
く
。
ま
た
、

部
活
動
に
お
け
る
自
身
の
問
題
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
解

決
の
た
め
の
練
習
内
容
を
計
画
し
、
実
行
に
移
す
生
徒

も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

　「
様
々
な
問
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
ど
う
す
れ

ば
そ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
主
体
的
に

考
え
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
が
情
報
に
流
さ
れ
ず
に
自
分

の
意
見
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。

　「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
が
普
及
し
、
生

徒
が
受
け
取
る
情
報
量
は
格
段
に
増
え
ま
し
た
。
知
識

や
経
験
が
少
な
い
生
徒
は
、
聞
い
た
情
報
を
そ
の
ま
ま

信
じ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
が
情
報
の
真
偽
や
そ

の
質
を
見
極
め
な
が
ら
、
自
分
の
意
見
を
持
て
る
よ
う

な
授
業
を
追
究
し
て
い
き
ま
す
」

12:38

本時のまとめとして、「２年生になったら、部活動など、自分が
所属する組織をどのようにしたいか」を考えて、ワークシー
トに記入。「自分ができることを最低１つは書こう」と、吉田
先生は呼びかけた。最後に、社員が本音で対話する社風の世
界的企業を紹介。「基本的に企業も人間関係の中で動いている。
みんなも、できることからやってみよう」と締めくくった。

12:34

吉田先生に指名された生徒が、自分のグループの意見をまと
めて発表した。発表に対して、吉田先生は「何がよいのかな？」
「どうして？」と問いかけた。例えば、「組織的に取り組むと
役割分担ができる」と発表した生徒に、「分担すると何がよ
いのかな？」と質問すると、生徒は少し考えてから「作業が
速くなる」と答えた。

まとめのワークと企業事例の紹介 全体発表

膨
大
な
情
報
に
流
さ
れ
ず
、

自
分
の
意
見
を
持
て
る
よ
う
に

成
果
と
課
題

４
つ
の
ル
ー
ル
を
設
定
・
徹
底
す
る
こ
と
で
、

発
言
し
や
す
い
安
心
・
安
全
の
場
に

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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【教科・科目】商業・ビジネス基礎　【分野・単元】企業活動の基礎　【テーマ・作品】理想の企業像と働き方　【設定時数】全９時間の中の２時
間目　【単元目標】事例や議論を通じて、自身の生き方やあり方について考える。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

•「企業の役
割」につい
て考える。
•企業の根底
にある「経
営理念」に
ついて理解
する。

•企業が行う活動を整理し、把握
することができる。
•企業の役割について、「誰のた
め」「何のため」「なぜ」の３つ
に分けて考えることができる。
•グループ内の他者の意見を聞き
入れることができる。

【知識、技能、思考力、判断力、
表現力、主体性、多様性】

①身近な企業を挙げながら、「誰
に対して」「どのようなことをし
ているか」をまとめる。
②企業の役割について、「誰のた
め」「何のため」「なぜ」の３つ
に分けて個人の意見を出す。
③４人グループで、意見を述べ合
い、他者の意見を知る。
④経営理念が根底にあることを理
解する。

【主体的な学び】•身近な事例を使うこと
で、自分事として課題に取り組むことがで
きるようにする。•ワークシートを使用し、
思考を見える化できるようにする。　【対話
的な学び】•「話し手のルール」「聞き手の
ルール」を設定し、生徒が自分の意見を安
心して発表できる環境をつくる。　【深い学
び】•机間指導をしながら、個人に質問して、
より具体的に深めていく。 •ワ ー ク

シート
•グループ
内発表

２

•「組織で取
り組むこと
のメリット」
について考
える。
•「よい組織」
のあり方に
ついて知る。

•個人で取り組むことと組織で
取り組むことのメリットについ
て、意見を出すことができる。
•グループ内の他者の意見を聞き
入れることができる。
•事例を通じて、「よい組織」の
あり方について考えることがで
きる。

【知識、技能、思考力、判断力、
表現力、主体性、多様性】

①「目標達成」を目指す際の「個
人で取り組むことのメリット」
と「組織で取り組むことのメリッ
ト」が何か、個人の意見を出す。
②４人グループで、意見を述べ合
い、他者の意見を知る。
③「組織で取り組むことのメリット」
の代表が「分業」であると知る。
④事例を通じて、「よい組織」のあ
り方について考える。

【主体的な学び】•部活動などを例にするこ
とで、個人や組織についてイメージを持ち
やすくする。•ワークシートを使用し、思
考を見える化できるようにする。　【対話
的な学び】•「話し手のルール」「聞き手の
ルール」を設定し、生徒が自分の意見を安
心して発表できる環境をつくる。　【深い学
び】•机間指導をしながら、個人に質問して、
より具体的に深めていく。

８
•理想の企業
について考
える。

•これまでの学習を踏まえ、自身
が働く上で重要視することを考
える。
•働くことが楽しみとなるような
企業について考える。
•グループ内の他者の意見を聞き
入れることができる。
•グループの意見をまとめ、発表
資料を作成する。

【知識、技能、思考力、判断力、
表現力、主体性、多様性、協働性】

①これまでの学習を振り返り、自
身が働く上で重要視することに
ついて、個人の意見を出す。
②働くことが楽しみとなるような
企業について、個人の意見を出
す。
③４人グループで、意見を述べ合
い、他者の意見を知る。
④４人グループで、理想の企業に
ついてまとめる。
⑤発表資料を作成し、発表の準備
を行う。

【主体的な学び】•生徒自身の将来像を考
えさせることで、自分の課題として意識で
きるようにする。•ワークシートを使用し、
思考を見える化できるようにする。　【対話
的な学び】•「話し手のルール」「聞き手の
ルール」を設定し、生徒が自分の意見を安
心して発表できる環境をつくる。　【深い学
び】•机間指導をしながら、個人に質問して、
より具体的に深めていく。•ＫＪ法などを
利用し、意見を分類し、深めやすくする。

•ワ ー ク
シート
•グループ
内発表
•発 表 資
料

９

•理想の企業
について発
表する。
•多様な考え
方の中にあ
る共通項を
捉える。

•理想の企業について、効果的に
発表することができる。
•多様な考え方の中から、共通
する項目を見いだすことができ
る。

【思考力、判断力、表現力、主体性、
多様性、協働性】

①各グループ３分間で、全体発表
をする。
②発表で気づいたことや、自分
のグループで出なかった意見を
ワークシートに記入する。
③共通する言葉などから、根底に
ある土台となる考えを捉える。

【主体的な学び】•発表の評価を随時行うこ
とで、発表に対する意欲が向上するように
する。　【対話的な学び】•「話し手のルー
ル」「聞き手のルール」を設定し、生徒が発
表を安心してできる環境をつくる。　【深い
学び】•発表内容の要点などを板書し、生
徒がより他者の意見を理解しやすくする。

• 全 体 発
表
•発 表 資
料

＊吉田先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全９時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウ
ンロードできます。「HOME→教育情報→高校向け」でご覧ください。

安
田

　グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
際
、「
な
ぜ
？
」「
ど
う
い

う
こ
と
？
」
と
問
い
か
け
て
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ

ン
グ
を
促
し
て
い
た
こ
と
は
、
生
徒
の
考
え
の
明
確
化
や

具
体
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
個
人
の

方
が
楽
」
と
つ
ぶ
や
い
た
生
徒
に
、「
な
ぜ
、
楽
な
の
？
」

と
質
問
す
る
と
、「
思
い
通
り
に
で
き
る
か
ら
」
と
明
確

な
理
由
が
出
て
き
た
り
、「
よ
い
組
織
を
つ
く
る
た
め
に
、

雰
囲
気
を
よ
く
す
る
」
と
発
言
し
た
生
徒
に
、「
ど
う
や
っ

て
？
」
と
聞
き
返
す
と
、「
笑
顔
を
増
や
す
」
と
具
体
的

な
方
法
が
出
て
き
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
の

発
言
を
構
造
的
に
板
書
す
る
な
ど
、
ロ
ジ
カ
ル
・
シ
ン

キ
ン
グ
を
高
め
る
工
夫
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

吉
田

　発
言
を
具
体
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
相
手
に
伝
わ

る
発
信
力
が
身
に
つ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

発
表
時
に
多
様
な
意
見
が
出
る
よ
う
、
各
グ
ル
ー
プ
で

出
た
意
見
を
机
間
指
導
で
把
握
し
て
、
発
言
者
を
意
図

的
に
指
名
し
て
い
ま
す
。

安
田

　授
業
の
最
後
に
よ
い
組
織
を
つ
く
る
た
め
の
方

法
を
問
い
か
け
た
際
に
は
、
授
業
冒
頭
に
伝
え
た
「
組

織
に
は
目
標
（
企
業
理
念
）
が
必
要
」
と
い
う
前
提
を

改
め
て
確
認
で
き
る
と
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
自

分
の
組
織
の
悩
み
だ
け
を
考
え
、「
組
織
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
に
目
を
向
け
ら

れ
て
い
な
い
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
ま
し
た
。

吉
田
　大
前
提
に
立
ち
戻
り
、
様
々
な
意
見
を
聞
い
て

拡
散
し
て
い
た
思
考
に
軸
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
が
、
授
業
の
終
了
時
刻
が
迫
っ
て
い
た
た
め
、
割

愛
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
重
要
事
項
は
意
識
的
に
繰
り

返
し
伝
え
る
な
ど
、
構
造
的
に
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

単元の指導計画

教
頭
　

安
田
　隆

同
僚
の
声
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